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国立大学法人国立大学法人  岩手大学岩手大学　　大学教育センター大学教育センター  通信通信  2004/07  2004/07

　　　
　　　　目　　　　次　　　　 
＊センター長挨拶　　　　　２
＊共通教育の概要　　　　　３
＊スタッフの抱負　　　　　４
＊教養教育改革の方針　　　６
＊ＦＤ合宿研修紹介　　　　８
＊授業改善アンケート　　　10
＊本年度スケジュール　　　11

 

 

 

 

 



 セ ン タ ー 長 か ら の ご 挨 拶
大学教育センター長

（副学長）

進 藤 浩 一

　大学教育センターは、地域社会から愛され
る人材を養成するために大学の全ての教職員
が教育に力を注ぎ、その努力が学生からも受
け入れられやすく、また、発展性のあるもの
として評価されるためには、どのような教育
体制がベターか、どのような教育内容がベター
か、等に対する様々な提言を行うとともに全
学共通教育を中心に専門教育の実施体制の整
備を含めて大学教育の中心としての役割を果
すべく設置された。
　当センターは、以下で紹介するように３部
門から成っている。中でも教育内容・教育方
法に関するレベルアップを図るための「教育
評価・改善部門」は専任教員を含めて最大の
組織規模となっており、教育内容・方法に関

する調査・研究・開発も担当することになっ
ている。この部門が大学教育センター成功の
鍵を握っているといっても過言ではない。し
かし、講義（現場）の担当者である個々の教
員の意識改革が最も必要であろう。現在、教
育改革が叫ばれているのは、何が問題で、何
故、今このような問題が取り上げられている
のか、当然の義務である教育について細かく
中期計画に記述され、その計画を達成するた
めの中心的役割を担う大学教育センターが設
置されたのは何故なのかについて、全教員が
共通の理解を深めることが必要である。その
ことにより、現場に活気が溢れ、学生共々よ
りよい大学作りができるようセンターとして
手助けができればと思っている。

大 学 教 育 セ ン タ ー
　　　　組織概念図　 　　　　　センター長（副学長）

運営委員会
　　
　  全学共通教育企画・実施部門　　 教育評価・改善部門 　  　専門教育関係連絡調整部門
　　＊部門長　＊専任教員 (１名）　 　＊部門長 ＊専任教員 (２名）    ＊部門長　＊専任教員 (兼任）
　　＊兼務教員（全学共通教育分科会代表）  　 ＊兼務教員（学部代表）　       ＊兼務教員（学部＆教務委員会代表）

　
　分科会
　
　科目別授業担当教員
　

全学共通教育企画・実施部門会議 　　教育評価・改善部門会議　 　専門教育関係連絡調整部門会議
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⒈　　大学教育の基本

大学教育は、「４（６）年一貫教育」という観点から、 教養教育と専門教育との相互連携に
よって営まれることになっています。

本学のカリキュラムも、「教育課程の編成に当たっては、大学は、学部等の専攻に係わる専
門の学芸を教授するとともに、幅広く深い教養及び総合的な判断力を培い、豊かな人間性を涵
養するよう適切に配慮しなければならない。」と規定されている大学設置基準第１９条第２項
にもとづいて編成されています。

　
⒉　　全学共通教育として実施される本学の教養教育

本学の教養教育は、全学共通の関心・責任・協力もとに、全学部の教員による全学担当体制
を組織して、「全学共通教育」として実施されています。

　
⒊　　本学の教養教育の理念

本学の教養教育は、「幅広く深い教養及び総合的な判断力を培い、豊かな人間性を涵養する」
ことを理念として実施されています。

　
⒋　　全学共通教育科目の二元的な構成とそれぞれの共通目標

本学の全学共通教育科目は、「教養科目」と「共通基礎科目」によって二元的に構成されて
います。

　　
　⑴　 教養科目の教育目標

教養科目の教育目標は、「幅広く深い教養及び総合的な判断力を培い、豊かな人間性を涵
養する」という教養教育の理念にもとづき、特に「幅広い教養」、「深い教養」及び「総合的
な判断力」という、３項目に則して設定されています。

　
①　 学生がさまざまな学問分野の「ものの見方・考え方」や知識を幅広く習得することにより、
　自分自身の専門分野の仕事の全体的な意味や役割を知り、その専門的な知識を広く生かす
　ことのできるような幅広い教養を自ら培うことへの教育的支援
②　 学生があらゆる分野の日常生活の営みの基礎になっている各種の常識・通念を掘り下げて
　問い直すことのできるほどのという意味での、深い「ものの見方・考え方」や知識を習得
　することにより、自然との関係においても人間との関係においても創造的・個性的に生き
　るうえで必要な深い教養を自ら培うことへの教育的支援
③　 学生が多角的な「ものの見方・考え方」や学際的な知識を習得することにより、激しく変
　動する現代社会の複雑な諸問題に柔軟に対応できるような総合的な判断力を自ら培うこと
への教育的支援　　　

　⑵　 共通基礎科目の教育目標
共通基礎科目の教育目標は、学生が在学中に教養科目と専門教育科目の学業を進めるうえ

で、また卒業後の社会生活を進めるうえで、共通に必要な基本的技能やその基礎となる知識
を習得させること、として設定されています。

　　
⒌　　教養科目および共通基礎科目の内部区分　　
　⑴　 教養科目の区分

教養科目は、主題別に「人間と文化」、「人間と社会」、「人間と自然」、「総合科目」及び
「環境教育科目」の５つに区分されています。教養科目として学ぶ授業科目は、これらの区
分に沿って選択することになります。

　　
　⑵　 共通基礎科目の区分

共通基礎科目は、「外国語科目」、「健康・スポーツ科目」および「情報科目」に区分され
ています。
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ス タ ッ フ の 抱 負

副センター長
全学共通教育

企画・実施部門
部 門 長

（人文社会科学部 教授）

山 崎 達 彦

　

全学共通教育
企画・実施部門

（人文社会科学部 助教授）

後 藤 尚 人

　平成12年度からの新全学共通教育は、教養
教育に対する従前の軽視の風潮への反省も込
めて、教養教育と専門教育を車の両輪とする
一貫教育の観点から、全学の関心と責任・協
力のもとに実施される新全学共通教育のため
の形式的な条件を整備て発足したものでした。
けれども、それは、諸般の事情により、実質
的にはカリキュラム面でも実施体制面でも多
くの課題を残したままの見切り発車を余儀な
くされたものでした。
　このため、旧全学共通教育運営委員会も、
当初から、再出発後における新全学共通教育
の実質化の取り組み如何こそが改革の真価を
決定するという認識に立って、その実質化に
取り組むことになりました。この取り組みの
成果も決して小さくはありませんでしたが、
この取り組みの経験は、何よりも、新全学共
通教育の実質化の取り組みが委員会方式から
センター方式への転換を要請する段階に達し
たということを確信させるものでした。
  この意味でも、大学教育センターの発足は、
新全学共通教育の実質化のための新たな一歩
として受け止められるわけです。実際、大学
教育センターが発足と同時に着手している多
くの課題は、平成12年度には積み残された重
要課題にほかなりません。全学の教職員の皆
様には、本学の全学生への愛を込めて、大学
教育センターに対するご理解とご協力をお願
い申し上げます。

　え、なんで私が？　大学教育センターのス
タッフにならないかとの打診を受けた時の素
直な心境。これまで人文社会科学部での平成
12年度改革や、岩手大学のグランドデザイン
の検討等にいささか関わってはいましたが、
念頭にあったのは専門教育で、全学共通教育・
教養教育については盲点に等しく、学内での
実施体制、組織の全体像も十分把握していな
かったというのが実情でした。
　で、これでは仕事にならないわけで、４月
以来、教養教育を中心に、教育改革、大学改
革一般に関して、遅まきながら猛勉強の始ま
り。教育センターは実動部隊なのに、本ばか
り読んでいると次第に肩身が狭くなって...  
気がつけば全学共通教育企画・実施部門（第
一部門）会議に出したスケジュール表の当初
予定はすでに過ぎている...  とはいえ、中途
半端やイイカゲンは好きではないので、先が
見えてくるまでは、と６月中旬までに読んだ
本は70冊を超えた。
　もちろんまだこの分野の十分な理解に達し
たとはいいがたい段階なのですが、一歩踏み
出して、先日ようやく全学共通教育・教養教
育の今後の取り組み方針の概略を提案するに
至りました。
　平成18年度からの実施をめざし、これから
学内で議論と決断を積み重ねてゆきたいと思
います。若輩者ゆえ、皆さんどうぞお手柔ら
かに願います。
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ス タ ッ フ の 抱 負

教育評価・改善部門
部 門 長

（教育学部 教授）

中 村 一 基

教育評価・改善部門
（人文社会科学部 教授）

石 川 明 彦

　
　センターの第２部門［教育評価・改善部門］
に教育学部と兼任というかたちで配属された
中村です。私とＦＤとの関わりは、平成13年
度に岩手大学ＦＤ委員会が立ち上がったとき
に、副委員長を務めることになり、さらに、
翌年、委員長を務めるということに始まりま
す。その２年間で、ＦＤの重要さを実感し、
「教育評価を本格的に行い、その評価を授業
に活かすための、組織的なフィードバックシ
ステムが早急に必要である」（平成14年度Ｆ
Ｄ報告書）と書きました。ただ、このことを
推進していくことの大変さを実感したのも事
実です。４月、法人化とともに、僕は［教育
評価・改善部門］に配属されました。
　この３ヶ月間、第２部門では、平成16年度
の基本方針を「＜シラバス＞を基軸とした授
業改善・成績評価の基盤づくり」と定め、そ
の方針を「拡張 web シラバスによる組織的
授業改善（ＦＤ）と教室外学習支援システム
の構築」という構想のなかで考えてきました。
また、「全学共通教育授業改善アンケート調
査」の最も効果的な設問、評価の基本軸の設
定などを、学部選出教員の方々の意見を聞き
ながら考えてきました。さらに、アンケート
に対して、教員から感想をいただくことや、
各分野での「ベスト授業」を選出することも
検討しました。センター通信第２号には、そ
れらの具体的な報告が出来ると思います。

　
　縁あってこの４月より「大学教育センター」
の仕事を引き受けることになりました。
　数年前までは、「教育」に全く無関心な
「不良教育者」の一人だったのですが、いろ
いろなめぐり合わせで、ここ４，５年の間に、
自己評価・自己点検に携わされたり、分科会
のまとめ役を努める役回りやＦＤ委員会との
接点を持つ機会があったりして、徐々に「教
育」に対する認識を改めさせられました。引
き受けたと言っても、この３ヶ月間何から始
めるべきか、何の前に何が緊急に必要なのか
戸惑う事ばかりです。
　当然のことですが、大学の果たす大きな役
割の一つが「教育」で、その基盤が授業です。
受講している学生にとっても、担当している
教員にとっても、その授業が「充実した授業」
であることが望みです。何を持って「充実」
と感じるかは、学生個人個人、教員一人一人
異なるかもしれませんが、最大公約数的思考
で、一つでも多くの「充実した授業」を実現
できるよう手助けして行くことが、大学教育
センターの役割と考えております。岩手大学
全体としてこの目標を実現するため、構成員
（学生、教員、事務員）全員の理解と協力が
得られるよう心掛け、微力ながら「大学教育
センター」のスタッフとしての役割を果たし
て行きたいと思っております。宜しくご支援
お願い致します。
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教養教育の更なる充実と発展へ向けて
（平成18 年度に向けた取り組み）

18歳人口の減少による全入時代の到来を目前にし、独法化された国立大学は、
すでに大競争化時代に突入したと言われています。このような状況の下、学生
から《選ばれる》大学になるためには、各方面での不断の努力が必要です。

いわゆる大学改革は、施設の整備や各種サービスの改善、ＰＲの強化など、
人目を引く分野の取り組みが先行しがちですが、重視されるべきは、大学本来
の業務としての教育そのもので、入口論や出口論に還元されない教育本体の改
革です。

大学教育センターでは、平成12年度から始まった全学共通教育としての教養
教育の改革をさらに推進し、平成18年度からの実施に向けて、以下の改革に取
り組んでいきます。

❖ 社会から求められる教養人の育成に向けた取り組み ❖

　＊専門教育と車の両輪をなす教養教育の確立
　　 → 教養教育の高年次化を図り、専門教育と密接に関連しながら、学士課程全般にお

　　　　ける４年一貫教育を確立する。

　＊自己啓発プログラム（仮称）の新設
　　 → 転換教育からキャリアアップ教育までを連続的に捉え、ゼミ形式で学生を指導す
　　　る。

　＊外国語教育の強化
　　 → 運用能力を重視しつつ、一つの言語を集中的に学習し、明示的到達目標を目指し

　　　　実力をつける。

　＊教養科目の補強
　　 → 岩手大学における教養教育の人材育成イメージを明確にし、従来の枠にとらわれ

　　　　ることなく新たな科目を増設する。

　＊全学担当体制の実質化
　　 → 制度としての実施体制だけでなく、実質的な全教員担当体制に向けて、担当教員

　　　　ごとのユニット（分科会）を確立する。

　＊効果的時間割の編成
　　 → 外国語の集中開講や教養科目の高年次開講などをにらみ、時間割を大胆に見直す。
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　全学共通教育企画・実施部門（第１部門）



【資料：第一部門会議へ提案済（の一部）】
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ＦＤ合宿研修の紹介
　

大学教育センターでは、９月１日（水）、２日（木）の２日間、国立岩手山青
年の家においてＦＤ合宿研修会を開催いたします。

昨年までは、全学ＦＤ委員会主催で「講演会＋分科会」方式で研修会を行って
いましたが、今年度は、シラバス作成そのものがＦＤ活動の基盤であるという認
識に立ち、シラバスを作成する研修会を計画しました。

参加人数も各学部教員１０名と昨年までの半分にしました。４０名の教員で５
名ずつの班を構成し、ワークショップ方式によるシラバス作成を体験しながら、
授業設計・成績評価法を検討する中で、学部を越えた教員相互の交流を実現して
いきたいと思っています。

　

＊＊＊＊＊＊＊＊

　　　　　　　　　【スタッフ会議の風景】
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　教育評価・改善部門（第２部門）



【資料：7月上旬掲示済】
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【資料：7月中旬実施済：他に外国語用、健康・スポーツ用有】
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本 年 度 の ス ケ ジ ュ ー ル
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編  集  後  記

＊「あのイーハトーヴォの～」は、宮沢賢治『ポラーノ
　の広場』の一節です。モリーオ市って盛岡市かな。で、
　イーハトーヴォは？ そこに、岩手大学が見つかるとい
　いな…

＊erudio はラテン語の「教える」という動詞です。形容
　詞の eruditus は「博学な」「造詣の深い」「教養の
　ある」という意味になります。

＊ようやくセンター通信（erudio）創刊号が発刊。でも、
　センターのホームページは手つかず。夏休み中に立ち上
　げねば…  いいアイデアが浮かびますように！

　　　　　　　　　　　　　　　 erudio 1　2004年７月31日発行　    　
企画・編集・構成・デザイン

© 岩手大学大学教育センター
〒020-8550　盛岡市上田３丁目18-34
　　　　　 　（学生センター棟内）

全学共通教育企画・実施部門
TEL：019-621-6925
教育評価・改善部門
TEL：019-621-6926

部門共通 FAX：019-621-6928
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